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令 和 ６ 年 ８ 月 8 日 

愛  媛  大  学 

つきましては、地域へ広く周知いただきますとともに、取材くださいますようお願いい

たします。 

 

記 

１．日 時   令和６年８月１０日（土）13:00～16:00 

 ２．開 催 方 法   対面 

３．場   所   愛媛大学 南加記念ホール（松山市文京町３番） 

 ４．対 象   一般の方、学生及び報道機関 

 ５．定 員   ２００人（参加人数により入場制限する場合があります。） 

 ６．申 込 方 法   事前申込は不要です。当日会場へお越しください。 

 ７．予定プログラム 別紙参照 

  

※ 駐車場はございませんので、公共交通機関か近隣の駐車場をご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※送付資料２枚（本紙を含む）   

  

令和 6 年 7 月 12 日早朝、松山市緑町土砂災害が発生しました。3名の方がお亡く

なりになり、多くの家屋・共同住宅・店舗などが被災しました。心よりご冥福とお見

舞いを申し上げます。愛媛大学のすぐそばでこのような痛ましい災害が発生し、原因

究明に役立ちたいとの思いで、愛媛大学の土砂災害に関係する研究を行う教員が集ま

り、松山市と協力し調査を行っています。 

7月 19日に第1回、７月２８日に第2回の速報会を行いました。災害から約1ヶ

月が経過し、今までの調査結果をまとめ、最終となる第 3回速報会を開催することと

しました。ご参加のほどよろしくお願いいたします。 

PRESS RELEASE 

学生中心の大学 地域とともに輝く大学 世界とつながる大学 



 

第３回「松山市城山斜面崩壊・緑町土砂災害」調査速報会 
 

 

日時：令和６年８月１０日（土）13:00～16:00 

会場：愛媛大学 南加記念ホール（松山市文京町３番） 

 

■ 予定プログラム（当日予告なく変更になることがあります。） 

    

1. 「松山市城山斜面崩壊-緑町土砂災害の現地調査による状況把握と要因分析に基づく

災害発生過程の推定」 

大学院理工学研究科 特定教授 森 伸一郎 

 

2. 「流動化した土砂の物理特性と流下経路の観察（仮）」 

大学院理工学研究科（兼 防災情報研究センター） 教授 岡村 未対 

大学院理工学研究科（兼 防災情報研究センター） 講師 小野 耕平 

 

3. 「斜面変動および土砂移動発生場の地形的特徴（仮）」 

大学院農学研究科（兼 防災情報研究センター） 助教 木村 誇 

 

4. 「松山市城山斜面崩壊地の地形地質と形状分析（仮）」 

防災情報研究センター センター長（社会共創学部 教授） 

                    バンダリ ネトラ プラカシュ 

 

5. 「文献・絵画史料に見る松山市城山斜面崩壊地周辺」 

地域協働推進機構 准教授 大本 敬久 

地域協働推進機構（法文学部） 教授 胡 光 

 

6. 質疑応答 


